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共
　
同
　
研
　
究

（
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
〇
日
）

戦
後
日
本
文
化
再
考

︵
研
究
代
表
者
　
坪
井
秀
人
、
幹
事
　
磯
前
順
一
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

浅
野
麗
、
石
川
巧
、
岩
崎
稔
、
大
原
祐
治
、
岡
田
秀
則
、
辛
島
理

人
、
狩
俣
真
奈
、
川
口
隆
行
、
北
中
淳
子
、
北
原
恵
、
木
村
朗
子
、

紅
野
謙
介
、
高
榮
蘭
、
五
味
渕
典
嗣
、
斉
藤
綾
子
、
佐
藤
泉
、
尹
芷

汐
、
塩
野
加
織
、
島
村
輝
、
申
知
瑛
、
管
野
優
香
、
鈴
木
勝
雄
、
張

政
傑
、
長
志
珠
絵
、
十
重
田
裕
一
、
鳥
羽
耕
史
、
戸
邉
秀
明
、
成
田

龍
一
、
野
上
元
、
朴
貞
蘭
、
橋
本
あ
ゆ
み
、
福
間
良
明
、
松
原
洋

子
、
水
川
敬
章
、
光
石
亜
由
美
、
美
馬
達
哉
、
村
上︵
伊
波
︶
陽
子
、

李
承
俊
、
鷲
谷
花
、
渡
辺
直
紀
、
渡
邊
英
理
、
沈
煕
燦
、
郭
南
燕
、

北
浦
寛
之
、
石
川
肇
、
王
莞
晗
、
栄
元
、
増
田
斎
、
田
村
美
由
紀
、

杉
田
智
美

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

酒
井
直
樹
、
五
十
嵐
惠
邦
、
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
七
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日

個
人
発
表
﹁
占
領
期
﹂

尹
　
芷
汐
﹁
戦
後
日
中
間
の
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
﹃
日

本
文
学
﹄
の
意
味
﹂

番
匠
健
一
﹁
戦
後
北
海
道
に
お
け
る
﹃
植
民
﹄
と
﹃
開
拓
﹄
︱
高
岡

熊
雄
の
戦
後
﹂

ニ
コ
ラ
ス
・
ラ
ン
ブ
レ
ク
ト
﹁
引
揚
げ
文
学
か
ら
み
た
バ
ン
ド
ン
十

原
則
：
安
部
公
房
の
場
合
﹂

研
究
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
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デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
　
磯
前
順
一
、
坪
井
秀
人

全
体
討
議

︿
第
九
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
二
〇
日

﹁
記
録
を
つ
な
ぐ
、
記
憶
で
つ
な
ぐ

︱
福
島
県
富
岡
町
の
試
み
﹂

五
味
渕
典
嗣
﹁
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
趣
旨
説
明
﹂

報
告
　
三
瓶
秀
文
、
門
馬
健

コ
メ
ン
ト
　
木
村
朗
子
、
高
榮
蘭

総
合
討
議

二
〇
一
六
年
八
月
二
一
日

﹁
帝
国
と
民
族
の
は
ざ
ま
で

︱
日
本
敗
戦
後
の
朝
鮮
人
・
台
湾
人

と
そ
の
政
治
・
文
化
運
動
﹂

渡
辺
直
紀
　
パ
ネ
ル
趣
旨
説
明

申
　
知
瑛
﹁
徴
用
朝
鮮
人
・
台
湾
人
の
﹃
戦
後
﹄
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
﹂

渡
辺
直
紀
﹁﹃
北
の
詩
人
﹄
再
読

︱
林
和
と
朝
鮮
文
学
﹂

廣
瀬
陽
一
﹁
日
本
論
・
日
本
人
論
の
流
行
と
金
達
寿
﹃
日
本
の
中
の

朝
鮮
文
化
﹄﹂

コ
メ
ン
ト
　
波
田
野
節
子
、
金
友
子

総
合
討
議

二
〇
一
六
年
四
月
一
七
日

パ
ネ
ル
発
表
﹁
戦
後
と
メ
デ
ィ
ア
／
占
領
期
の
地
方
雑
誌
﹂

石
川
　
巧
﹁
戦
争
末
期
の
外
地
に
お
け
る
言
論
状
況

︱
雑
誌
﹃
月

刊
毎
日
﹄
を
読
む
﹂

森
岡
卓
司
﹁
雑
誌
﹃
労
農
﹄
と
森
英
介
︱
地
方
文
化
運
動
の
行
方
﹂

天
野
知
幸
﹁
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
引
揚
雑
誌
に
お
け
る
︿
越
境
﹀
の
記

録
と
記
憶

︱
雑
誌
﹃
み
な
と
﹄
を
中
心
に
﹂

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
　
大
原
祐
治

全
体
討
論

︿
第
八
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日

山
本
昭
宏
　
論
題
：
酒
井
直
樹
﹁
レ
イ
シ
ズ
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
へ

の
視
座
﹂
を
読
む

小
田
龍
哉
　
論
題
：
酒
井
直
樹
﹁
ト
ラ
ン
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス

タ
デ
ィ
と
米
日
の
共
犯
﹂
論
評

全
体
討
議

二
〇
一
六
年
六
月
一
九
日

基
調
講
演

酒
井
直
樹
﹁
戦
後
日
本
社
会
と
人
種
主
義
﹂

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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早
稲
田
み
な
子
﹁
ハ
ワ
イ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日
系
社
会
と
浪
花

節
﹂

二
〇
一
六
年
八
月
三
〇
日

芦
川
淳
平
﹁
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
浪
曲
師
︱
奈
良
丸
北
米
紀
行
の
足

跡
︱
﹂

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
二
二
日

北
川
純
子
﹁
明
治
～
大
正
期
の
﹃
女
流
﹄
浪
花
節
語
り
﹂

時
田
ア
リ
ソ
ン
﹁
浪
花
節
の
口
頭
性
：
﹃
左
甚
五
郎
﹄
シ
リ
ー
ズ
を

中
心
に
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
二
三
日

薦
田
治
子
﹁
浪
花
節
と
薩
摩
琵
琶
の
音
楽
構
造
比
較
試
論
﹂

戦
争
と
鎮
魂

︵
研
究
代
表
者
　
牛
村
　
圭
、
幹
事
　
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

岩
崎
徹
、
大
東
和
重
、
加
藤
め
ぐ
み
、
川
村
覚
文
、
川
本
玲
子
、
栗

原
俊
雄
、
古
田
島
洋
介
、
小
堀
馨
子
、
佐
伯
順
子
、
谷
口
幸
代
、
竹

村
民
郎
、
等
松
春
夫
、
永
井
久
美
子
、
西
原
大
輔
、
眞
嶋
亜
有
、
竹

ノ
内
︵
吉
井
︶
文
美
、
吉
田
︵
古
川
︶
優
貴
、
末
木
文
美
士
、
堀
ま

浪
花
節
の
生
成
と
展
開
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究

︵
研
究
代
表
者
　
真
鍋
昌
賢
、
幹
事
　
細
川
周
平
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

芦
川
淳
平
、
上
田
学
、
北
川
純
子
、
薦
田
治
子
、
諏
訪
淳
一
郎
、
時

田
ア
リ
ソ
ン
、
馬
場
美
佳
、
兵
藤
裕
己
、
細
田
明
宏
、
森
谷
裕
美

子
、
早
稲
田
み
な
子
、
渡
瀬
淳
子
、
延
宏
真
治
、
古
川
綾
子

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

瀬
戸
智
子
、
朴
英
山

︹
研
究
発
表
︺

二
〇
一
六
年
五
月
二
八
日

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

真
鍋
昌
賢
﹁
共
同
研
究
会
の
主
旨
と
森
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
に

つ
い
て
﹂

細
田
明
宏
﹁
語
り
芸
あ
る
い
は
寄
席
芸
と
し
て
の
浪
花
節
︱
浄
瑠

璃
、
講
談
、
浪
花
節
の
﹃
壺
坂
霊
験
記
﹄
か
ら
﹂

二
〇
一
六
年
五
月
二
九
日

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の
相
談

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
二
九
日

日
文
研
所
蔵
浪
曲
レ
コ
ー
ド
の
見
学



57

安
藤
潤
一
郎
、
井
村
哲
郎
、
岡
本
貴
久
子
、
上
垣
外
憲
一
、
岸
陽

子
、
小
林
茂
、
小
林
善
帆
、
呉
孟
晋
、
白
幡
洋
三
郎
、
姜
克
実
、
鈴

木
貞
美
、
戦
暁
梅
、
単
援
朝
、
塚
瀬
進
、
鳥
谷
ま
ゆ
み
、
根
川
幸

男
、
松
宮
貴
之
、
森
田
憲
司
、
李
相
哲
、
劉
岸
偉
、
仲
万
美
子
、
井

上
章
一
、
稲
賀
繁
美
、
伊
東
貴
之
、
松
田
利
彦
、
森
洋
久
、
陳
其

松
、
石
川
肇

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

王
中
忱
、
孫
江
、
徐
興
慶

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
五
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
五
日

松
宮
貴
之
﹁
中
国
の
政
治
家
と
書
の
分
析
︱
洋
務
派
か
ら
変
法
派
ま

で
﹂

鄭
　
在
貞
﹁
帝
国
日
本
の
植
民
地
支
配
と
朝
鮮
鉄
道
﹂

二
〇
一
六
年
八
月
六
日

仲
万
美
子
﹁
モ
ダ
ン
都
市
の
娯
楽
空
間
へ
の
誘
い
仕
掛
け
に
つ
い

て
：
大
連
を
映
し
出
す
画
像
資
料
か
ら
の
読
み
解
き
を
通
し
て
﹂

説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に

︵
研
究
代
表
者
　
倉
本
一
宏
、
幹
事
　
榎
本
　
渉
︶

ど
か
、
朴
美
貞
、
平
松
隆
円
、
今
泉
宜
子
、
稲
賀
繁
美
、
倉
本
一

宏
、
松
田
利
彦
、
劉
建
輝
、
磯
前
順
一
、
郭
南
燕
、
西
田
彰
一
、
南

直
子

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

徐
載
坤
、
ケ
ビ
ン
・
ド
ー
ク
、
エ
ヤ
ル
・
ベ
ン
ア
リ
、
金
志
映

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日

牛
村
　
圭
﹁
三
年
目
の
共
同
研
究
会
展
望
な
ど
﹂

西
田
彰
一
﹁
筧
克
彦
の
思
想
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
﹂

栗
原
俊
雄
﹁﹃
戦
後
補
償
裁
判
﹄︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
六
年

六
月
︶
を
読
む
﹂

発
話
　
牛
村
　
圭

全
員
討
論

︿
国
際
共
同
研
究
会
﹀

画
像
資
料
︵
絵
葉
書
・
地
図
・
旅
行
案
内
・
写
真
等
︶
に
よ
る
帝
国
領

域
内
文
化
の
再
検
討

︵
研
究
代
表
者
　
劉
　
建
輝
、
幹
事
　
北
浦
寛
之
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺
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︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
九
日

三
舟
隆
之
﹁
・﹃
東
大
寺
諷
誦
文
稿
﹄・﹃
日
本
霊
異
記
﹄・﹃
日
本
感

霊
録
﹄
の
成
立
と
そ
の
性
格
﹂

多
田
伊
織
﹁
言
葉
と
信
仰
　﹃
日
本
霊
異
記
﹄
周
辺
の
言
語
環
境
﹂

二
〇
一
六
年
七
月
一
〇
日

龔
　
　
婷
﹁
京
洛
の
境
界
線
︱
文
学
・
古
記
録
に
お
け
る
平
安
京
の

﹃
内
と
外
﹄
の
認
識
変
化
に
つ
い
て
﹂

倉
本
一
宏
﹁﹃
コ
ノ
話
ハ
蓋
シ
小
右
記
ニ
出
シ
ナ
ラ
ン
﹄
考
﹂

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
一
〇
日

東
　
真
江
﹁
説
話
と
考
古
学
﹂

仁
藤
敦
史
﹁﹃
日
本
霊
異
記
﹄
に
み
る
他
界
観
︱
黄
泉
の
国
か
ら
地

獄
へ
の
転
換
︱
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
一
一
日

︵
鼎
談
﹁﹃
日
文
研
問
題
﹄
を
め
ぐ
っ
て
﹂︶

加
藤
友
康
﹁
古
事
談
の
情
報
源
︱
古
記
録
が
筆
録
し
た
情
報
と
﹃
言

談
﹄
へ
の
変
容
の
検
討
を
通
し
て
考
え
る
︱
﹂

グ
エ
ン
・
テ
イ
・
オ
ワ
イ
ン
﹁
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
説
話
に
お
け
る

歴
史
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹃
日
本
霊
異
記
﹄
と

︹
共
同
研
究
者
名
︺

東
真
江
、
石
川
久
美
子
、
上
野
勝
之
、
内
田
澪
子
、
大
橋
直
義
、
尾

崎
勇
、
追
塩
千
尋
、
加
藤
友
康
、
川
上
知
里
、
木
下
華
子
、
小
峯
和

明
、
佐
野
愛
子
、
佐
藤
信
、
関
幸
彦
、
五
月
女
肇
志
、
曾
根
正
人
、

多
田
伊
織
、
蔦
尾
和
宏
、
中
村
康
夫
、
野
上
潤
一
、
野
本
東
生
、
樋

口
大
祐
、
藤
本
孝
一
、 
古
橋
信
孝
、
保
立
道
久
、
前
田
雅
之
、
松
薗

斉
、
三
舟
隆
之
、
山
下
克
明
、
横
田
隆
志
、
白
雲
飛
、
荒
木
浩
、
井

上
章
一
、
呉
座
勇
一
、
中
町
美
香
子
、
谷
口
雄
太
、
龔
婷

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

グ
エ
ン
・
テ
イ
・
オ
ワ
イ
ン
、
宋
浣
範
、
劉
暁
峰
、
魯
成
煥
、
グ
エ

ン
・
ヴ
ー
・
ク
イ
ン
・
ニ
ュ
ー

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
六
月
四
日

追
塩
千
尋
﹁
武
内
宿
禰
伝
承
の
展
開
～
﹃
古
今
著
聞
集
﹄
武
内
宿
禰

説
話
の
意
義
と
そ
の
背
景
～
﹂

古
橋
信
孝
﹁
大
和
物
語
の
歴
史
と
文
学
﹂

二
〇
一
六
年
六
月
五
日

井
上
章
一
﹁
百
合
若
大
臣
の
読
み
説
き
﹂

論
集
打
ち
合
わ
せ
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日
本
の
舞
台
芸
術
に
お
け
る
身
体
　
―
死
と
生
、
人
形
と
人
工
体

︵
研
究
代
表
者
　
ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ
、
幹
事
　
細
川

周
平
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

赤
間
亮
、
板
谷
徹
、
井
上
理
恵
、
岩
井
眞
實
、
梅
山
い
つ
き
、
カ

テ
ィ
ア
・
チ
ェ
ン
ト
ン
ツ
ェ
、
菊
地
浩
平
、
桜
井
圭
介
、
佐
藤
恵

里
、
武
井
協
三
、
竹
本
幹
夫
、
土
田
牧
子
、
中
嶋
謙
昌
、
深
澤
昌

夫
、
藤
井
慎
太
郎
、
森
下
隆
、
山
田
和
人
、
滝
澤
修
身
、
橋
本
裕

之
、
李
応
寿

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
五
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
五
月
二
一
日

滝
澤
修
身
﹁
宣
教
師
の
見
た
日
本
の
古
典
芸
能
﹂

岩
井
眞
實
﹁
歌
舞
伎
の
場
面
転
換
の
方
法
に
つ
い
て
﹂

井
上
理
恵
﹁
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
の
身
体
表
現
﹂

ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ
﹁
舞
踊
の
身
体
に
つ
い
て
﹂

オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

︿
第
六
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
一
六
日

梅
山
い
つ
き
﹁
平
田
オ
リ
ザ
の
俳
優
論
︱
ロ
ボ
ッ
ト
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
を 

中
心
に
﹂

３
・
11
以
後
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／
﹃
日
本
文
化
﹄

︵
研
究
代
表
者
　
ミ
ツ
ヨ
・
ワ
ダ
・
マ
ル
シ
ア
ー
ノ
、
幹
事
　
坪
井
秀
人
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

石
田
美
紀
、
久
保
豊
、
谷
川
建
司
、
木
村
朗
子
、
川
口
隆
行
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
・
岩
田
ワ
イ
ケ
ナ
ン
ト
、
清
水
晶
子
、
高
橋
準
、
菅
野

優
香
、
出
口
康
夫
、
水
谷
雅
彦
、
一
ノ
瀬
正
樹
、
近
森
高
明
、
西
村

大
志
、
松
浦
雄
介
、
ア
ン
ニ
ャ
・
ホ
ッ
プ
、
安
本
真
也
、
須
藤
遙

子
、
馬
然
、
木
下
千
花
、
大
塚
英
志
、
北
浦
寛
之
、
長
門
洋
平

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

王
向
華
、
金
普
慶

︹
研
究
発
表
︺

二
〇
一
六
年
九
月
二
四
日

自
己
紹
介
＋
研
究
発
表
計
画
報
告

二
〇
一
六
年
九
月
二
五
日

自
己
紹
介
＋
研
究
発
表
計
画
報
告
続
き

久
保
　
豊
﹁
二
人
の
息
子
、
二
人
の
母
﹂

石
田
実
紀
﹁
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
に
お
け
る
原
発
事
故
と
放
射
性
物
質

の
表
象
︱
﹃C

oppelion

﹄
と
﹃
美
味
し
ん
ぼ
﹄
を
中
心
に
﹂
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間
次
彦
、
松
野
敏
之
、
石
川
洋
、
澤
井
啓
一
、
渡
邊
義
浩
、
前
田

勉
、
渡
辺
美
季
、
平
野
千
果
子
、
中
純
夫
、
古
勝
隆
一
、
茂
木
敏

夫
、
井
上
章
一
、
瀧
井
一
博
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
、
松
田
利
彦
、

劉
建
輝
、
榎
本
渉
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
マ
ル
ク
ス
・

リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
、
佐
野
真
由
子
、
山
村
奨

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

張
啓
雄
、
葛
兆
光
、
手
島
崇
裕
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
五
月
二
八
日

伊
東
貴
之
﹁
共
同
研
究
の
趣
旨
説
明
﹂

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日

伊
東
貴
之
﹁
伝
統
中
国
を
ど
う
捉
え
る
か
？
︱
伝
統
中
国
の
国
家
・

社
会
論
の
た
め
の
一
考
察
﹂

井
ノ
口
哲
也
﹁
班
固
﹃
両
都
賦
﹄
と
張
衡
﹃
二
京
賦
﹄
︱
後
漢
知
識

人
の
洛
陽
︵
雒
邑
︶
観
　
初
探
︱
﹂

小
島
　
毅
﹁
周
公
は
な
ぜ
偉
大
な
の
か
︱
経
学
に
見
る
儒
教
の
王
権

理
論
︱
﹂

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

ク
ト
を
中
心
に
﹂

カ
テ
ィ
ア
・
チ
ェ
ン
ト
ン
ツ
ェ
﹁
土
方
巽
の
肉
体
論
︱
死
体
か
ら
出

発
す
る
こ
と
﹂

森
下
　
隆
﹁
肉
体
の
叛
乱
か
ら
衰
弱
体
へ
︱
土
方
舞
踏
の
転
換
期 

﹂

桜
井
圭
介
﹁
小
劇
場
演
劇
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
に
み
る

日
本
的
︵
？
︶
現
在
形
︵
？
︶
の
身
体
﹂

オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

比
較
の
な
か
の
東
ア
ジ
ア
の
王
権
論
と
秩
序
構
想
―
王
朝
・
帝
国
・
国

家
、
ま
た
は
、
思
想
・
宗
教
・
儀
礼
―

︵
研
究
代
表
者
　
伊
東
貴
之
、
幹
事
　
倉
本
一
宏
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

青
木
隆
、
新
井
菜
穂
子
、
井
上
厚
史
、
恩
田
裕
正
、
垣
内
景
子
、
橘

川
智
昭
、
権
純
哲
、
小
島
毅
、 

関
智
英
、
末
木
文
美
士
、
銭
国
紅
、

竹
村
英
二
、
竹
村
民
郎
、
田
尻
祐
一
郎
、
土
田
健
次
郎
、
永
冨
青

地
、
西
澤
治
彦
、
長
谷
部
英
一
、
林
文
孝
、
松
下
道
信
、
水
口
拓

寿
、
横
手
裕
、
李
梁
、
吾
妻
重
二
、
新
田
元
規
、
石
井
剛
、
伊
藤

聡
、
井
ノ
口
哲
也
、
内
山
直
樹
、
遠
藤
基
郎
、
大
久
保
良
峻
、
苅
部

直
、
黒
岩
高
、
岸
本
美
緒
、
児
島
恭
子
、
近
藤
成
一
、
佐
々
木
愛
、

杉
山
清
彦
、
高
柳
信
夫
、
葭
森
健
介
、
保
立
道
久
、
李
暁
東
、
本
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坂
口
　
康
︻
書
評
と
展
望
②
︼

二
〇
一
六
年
五
月
一
五
日

増
山
一
成
﹁
今
後
の
研
究
展
望

︱
一
九
四
〇
年
日
本
万
博
を
め
ぐ

る
人
・
モ
ノ
・
社
会
﹂

次
期
論
集
計
画
に
つ
い
て
、
相
談
、
全
員
討
論

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日

沓
名
貴
彦
︻
書
評
と
展
望
③
︼

木
下
直
之
︻
書
評
と
展
望
④
︼

二
〇
一
六
年
七
月
三
一
日

神
田
孝
治
﹁
今
後
の
研
究
展
望
︱
博
覧
会
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂

次
期
論
集
に
向
け
て
、
全
員
討
論

多
文
化
間
交
渉
に
お
け
る
﹁
あ
い
だ
﹂
の
研
究

︵
研
究
代
表
者
　
稲
賀
繁
美
、
幹
事
　
榎
本
　
渉
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

新
井
菜
穂
子
、
鵜
戸
聡
、
江
口
久
美
、
大
西
宏
志
、
岡
本
光
博
、
小

川
さ
や
か
、
隠
岐
さ
や
香
、
小
倉
紀
蔵
、
金
子
務
、
鞍
田
崇
、
ク
リ

ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
、
近
藤
高
弘
、
申
昌
浩
、
鈴
木
洋
仁
、
全
美
星
、

莊
千
慧
、
滝
澤
修
身
、
武
内
恵
美
子
、
竹
村
民
郎
、
多
田
伊
織
、
千

二
〇
一
六
年
九
月
二
四
日
　

関
　
智
英
﹁﹃
東
洋
＝
王
道
﹄﹃
西
洋
＝
覇
道
﹄
の
起
源
︱
王
正
廷
・

殷
汝
耕
・
孫
文
﹂

古
勝
隆
一
﹁
衰
世
の
皇
帝
菩
薩
︱
南
朝
陳
に
お
け
る
王
権
と
仏
教
﹂

内
山
直
樹
﹁
逐
鹿
と
王
命
︱
前
漢
期
王
権
論
の
展
開
﹂

万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史

︵
研
究
代
表
者
　
佐
野
真
由
子
、
幹
事
　
井
上
章
一
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

石
川
敦
子
、
市
川
文
彦
、
岩
田
泰
、
鵜
飼
敦
子
、
江
原
規
由
、
神
田

孝
治
、
澤
田
裕
二
、
寺
本
敬
子
、
中
牧
弘
允
、
芳
賀
徹
、
増
山
一

成
、
武
藤
秀
太
郎
、
武
藤
夕
佳
里
、
橋
爪
紳
也
、
林
洋
子
、
稲
賀
繁

美
、
瀧
井
一
博
、
劉
建
輝

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

青
木
信
夫
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
シ
ビ
ル
・
ギ
ル
モ
ン
ド
、

徐
蘇
斌

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
五
月
一
四
日

井
上
　
潤
︻
書
評
と
展
望
①
︼
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橋
本
順
光
﹁
海
賊
、
海
賊
行
為
と
蛸
︱
触
手
の
怪
物
か
ら
八
面
六
臂

の
エ
イ
リ
ア
ン
へ
？
﹂

二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
﹁
略
奪
品
か
戦
利
品
か
│
一
六
一
五

年
の
サ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
オ
号
拿
捕
事
件
と
幕
府
の
対
応
﹂

小
川
さ
や
か
﹁︿
借
り
﹀
を
ま
わ
す
シ
ス
テ
ム
︱
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お

け
る
携
帯
を
通
じ
た
送
金
シ
ス
テ
ム
を
事
例
に
﹂

片
岡
真
伊
﹁
マ
ン
ガ
翻
訳
の
海
賊
た
ち
│
ス
キ
ャ
ン
レ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
航
海
術
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂

鞍
田
　
崇
﹁
つ
く
る
こ
と
の
ゆ
く
え
﹂

範
　
麗
雅
﹁
中
国
人
外
交
官
と
一
九
三
五
年
の
﹃
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
中
国
芸
術
国
際
展
覧
会
﹄：
提
案
か
ら
実
現
ま
で
﹂

近
藤
貴
子
﹁
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
デ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
自
己
定
位
の
探

究
︱
工
藤
哲
巳
の
海
賊
的
考
察
﹂

榎
本
　
渉
﹁
悪
石
島
の
寄
船
大
明
神
と
そ
の
周
辺
﹂

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
ロ
ー
レ
ス
＋
稲
賀
繁
美

ミ
カ
エ
ル
・
リ
ュ
ケ
ン
＋
稲
賀
繁
美

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
＋
稲
賀
繁
美

カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹁﹃
海
賊
史
観
﹄
関

葉
慶
、
テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
、
戸
矢
理
衣
奈
、
中
村
和
恵
、
西

原
大
輔
、
二
村
淳
子
、
朴
美
貞
、
橋
本
順
光
、
範
麗
雅
、
平
松
秀

樹
、
平
芳
幸
浩
、
藤
原
貞
朗
、
ヘ
レ
ナ
・
チ
ャ
プ
コ
ヴ
ァ
ー
、
堀
ま

ど
か
、
松
嶋
健
、
三
原
芳
秋
、
マ
シ
ュ
ー
・
ラ
ー
キ
ン
、
山
本
麻
友

美
、
今
泉
宜
子
、
木
村
直
恵
、
林
洋
子
、
郭
南
燕
、
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
森
洋
久
、
宮
崎
康
子
、
李
応
寿
、
石
川
肇
、
杉

田
智
美
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
Ｗ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
セ
シ
ル
・
ラ
リ
、
長

門
洋
平
、
九
里
文
子
、
李
ユ
ン
ヒ
、
春
藤
献
一
、
片
岡
真
伊

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ
、
近
藤
貴
子
、
ミ
ツ
ヨ
・
デ
ル

ク
ー
ル
・
イ
ト
ナ
ガ

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日

稲
賀
繁
美
　
主
旨
説
明

鈴
木
洋
仁
﹁
ネ
ッ
ト
時
代
の
日
本
的
海
賊
︱
２
ち
ゃ
ん
ね
る
か
ら
ニ

コ
ニ
コ
動
画
ま
で
﹂

多
田
伊
織
　
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

江
口
久
美
﹁
海
賊
党
の
液
体
民
主
主
義
に
つ
い
て
﹂

宮
崎
康
子
﹁
開
か
れ
た
経
済
と
海
賊
行
為
﹂
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二
〇
一
六
年
七
月
四
日

李
應
壽
﹁
村
山
知
義
の
﹃
故
郷
物
語
﹄
と
転
向
﹂

討
論

︿
第
四
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
三
一
日

稲
賀
繁
美
﹁
左
右
の
問
題
・
渦
巻
き
の
疑
問
﹂

カ
フ
ェ
セ
ッ
シ
ョ
ン
︱
自
由
討
論

黒
田
玲
子
﹁
右
と
左
︱
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
巡
っ
て
：
物
理
学
か
ら
生

物
学
へ
﹂

質
疑
応
答

二
〇
一
六
年
八
月
一
日

金
子
　
努
﹁
渦
巻
き
と
螺
旋
に
つ
い
て
の
科
学
史
的
・
理
論
的
基
礎
﹂

質
疑
応
答

︿
第
五
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
二
九
日

稲
賀
繁
美
﹁﹃
中
動
態
﹄
を
め
ぐ
る
問
題
構
成
﹂

森
田
亜
紀
﹁
中
動
態
と
そ
の
射
程
﹂

三
木
順
子
﹁
存
在
と
現
象
の
﹃
あ
い
だ
﹄
︱
Ｈ
・
Ｇ
・
ガ
ー
ダ
マ
ー

のÜ
bergang

︵
移
行
︶
概
念
を
手
掛
か
り
に
﹂

多
田
伊
織
﹁Sanskrit

の
動
詞
活
用
に
お
け
るVoice 

︵
態
︶ 

係
研
究
成
果
の
報
告
と
自
由
討
論
﹂

金
杭
＋
ペ
ド
ロ
・
エ
ル
ベ
ー
ル
＋
三
原
芳
秋
﹁
海
賊
史
観
に
よ
る
戦

後
民
主
主
義
再
考
﹂

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
五
月
二
八
日

稲
賀
繁
美
﹁
日
本
美
学
に
お
け
る
︽
あ
い
だ
︾
概
念
に
つ
い
て
の
考

察
﹂

総
合
討
論

二
〇
一
六
年
五
月
二
九
日

﹁
あ
い
だ
﹂
研
究
会
の
運
営
に
関
す
る
自
由
討
論
・
計
画
立
案

﹁
う
つ
し
﹂
と
﹁
う
つ
わ
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
説
明
と
自
由

討
論
・
計
画
立
案
　

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
三
日

︵
所
外
開
催
︶

多
摩
美
術
大
学
美
術
館
B1
多
目
的
室

﹁
鈴
木
大
拙
と
松
个
岡
文
庫
﹂
展
見
学

末
木
文
美
士
﹁
鈴
木
大
拙
の
思
想
﹂

冨
澤
か
な
﹁﹃
精
神
性
＝
霊
性
﹄spirituality

を
め
ぐ
る
東
西
の
︿
あ

い
だ
﹀﹂
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治
、
浅
居
明
彦
、
水
内
勇
太
、
鍾
以
江
、
島
薗
進
、
佐
々
田
悠
、
寺

戸
淳
子
、
金
沢
豊
、
西
宮
秀
紀
、
舟
橋
健
太
、
幡
鎌
一
弘
、
鶴
見

晃
、
河
井
信
吉
、
上
村
静
、
安
部
智
海
、
竹
本
了
悟
、
パ
ト
リ
シ

ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
・
智
恵
、
シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
・
ラ
ジ
、
ラ
ン
ジ
ャ

ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

磯
前
順
一
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

参
加
者
自
己
紹
介

小
田
龍
哉
﹁
喜
安
朗
に
よ
る
網
野
論
の
検
討
﹂

用
語
集
企
画
説
明

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
九
日

磯
前
順
一
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

磯
前
順
一
﹁
公
共
宗
教
論
の
現
在
│
│
﹃
宗
教
概
念
﹄
論
か
ら
﹃
他

者
の
ま
な
ざ
し
﹄
論
へ
﹂

吉
村
智
博
﹁
身
分
制
研
究
史
と
賤
民
身
分
の
具
体
像
﹂

全
体
討
議

Ā
tm

anepada (M
iddle or R

eflexive)

に
つ
い
て
﹂

二
〇
一
六
年
八
月
三
〇
日

ア
グ
ネ
シ
カ
・
コ
ズ
ィ
ラ
﹁
西
田
幾
多
郎
の
芸
術
論
に
お
け
る
︽
あ

い
だ
︾﹂

総
合
討
論
﹁
中
動
態
﹂
と
対
人
性
︱
責
任
概
念
に
む
け
て

︿
第
六
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
二
六
日

山
崎
佳
代
子
﹁﹃
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
﹄
の
起
源
﹂

申
　
昌
浩
﹁
国
境
を
越
え
る
歌
曲
　
変
貌
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日

地
域
文
化
代
表
と
国
際
性
：
美
術
史
学
の
現
状
を
中
心
に

稲
賀
繁
美
﹁
北
京
国
際
美
術
史
学
会
参
加
者
に
よ
る
報
告
＋
総
合
討

議
﹂

差
別
か
ら
見
た
日
本
宗
教
史
再
考

︵
研
究
代
表
者
　
磯
前
順
一
、
幹
事
　
北
浦
寛
之
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

吉
村
智
博
、
佐
藤
弘
夫
、
鈴
木
岩
弓
、
小
倉
慈
司
、
片
岡
耕
平
、
鈴

木
英
生
、
小
田
龍
哉
、
川
村
覚
文
、
山
本
昭
宏
、
青
野
正
明
、
沈
煕

燦
、
高
柳
健
太
郎
、
田
辺
明
生
、
茢
田
真
司
、
舩
田
淳
一
、
太
田
恭
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韓
国
翰
林
大
学
校
と
の
共
催
シ
ン
ポ
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日

松
田
利
彦
﹁
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
公
衆
衛
生
学
の
あ
る
系
譜
﹂

ム
ン
・
ミ
ョ
ン
ギ
﹁
植
民
地
台
湾
の
医
療
：
統
計
と
比
較
を
中
心
に
﹂

イ
・
ス
ン
イ
ル
﹁
朝
鮮
総
督
府
の
植
民
地
法
制
︱
民
法
を
中
心
に
﹂

チ
ョ
・
ジ
ョ
ン
ウ
﹁
国
家
と
市
場
の
交
錯
：
京
城
帝
大
商
法
研
究
の

デ
ィ
レ
ン
マ
﹂

長
沢
一
恵
﹁
近
代
鉱
業
と
植
民
地
朝
鮮
社
会
︱
李
鍾
萬
の
大
同
鉱
業

と
雑
誌
﹃
鉱
業
朝
鮮
﹄
を
中
心
に
﹂

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
討
論

二
〇
一
六
年
七
月
一
日

や
ま
だ
あ
つ
し
﹁
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
か
ら
み
た
台
湾
・
沖
縄
・

朝
鮮
﹂

春
山
明
哲
﹁
日
本
に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
一
考
察
︱
戴
國
煇
と

﹁
知
﹂
の
精
神
史
の
視
点
か
ら
︱
﹂

顔
　
杏
如
﹁
伝
統
と
近
代
の
交
錯
：﹃
台
湾
歳
時
記
﹄
に
お
け
る
植
物

の
知
識
﹂

小
林
善
帆
﹁
帝
国
支
配
と
い
け
花
︱
植
民
地
朝
鮮
・
台
湾
の
女
学

校
・
高
等
女
学
校
に
お
け
る
相
互
参
照
を
中
心
に
﹂

︿
国
際
共
同
研
究
﹀

植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力

︵
研
究
代
表
者
　
松
田
利
彦
、
幹
事
　
瀧
井
一
博
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

飯
島
渉
、
岡
崎
ま
ゆ
み
、
小
野
容
照
、
加
藤
聖
文
、
加
藤
道
也
、
河

原
林
直
人
、
川
瀬
貴
也
、
栗
原
純
、
愼
蒼
健
、
通
堂
あ
ゆ
み
、
ア
ル

ノ
・
ナ
ン
タ
、
春
山
明
哲
、
松
田
吉
郎
、
宮
崎
聖
子
、
や
ま
だ
あ
つ

し
、
長
沢
一
恵
、
李
昇
燁
、
中
生
勝
美
、
山
本
浄
邦
︵
邦
彦
︶、
稲

賀
繁
美
、
劉
建
輝

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

陳
姃
湲
、
李
炯
植
、
洪
宗
郁

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日

松
田
利
彦
﹁
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
﹂

都
留
俊
太
郎
﹁
移
入
官
僚
と
台
湾
警
察
の
変
容
︱
内
海
忠
司
警
察
部

長
期
の
台
北
州
警
察
を
中
心
に
﹂

陳
　
姃
湲
﹁
植
民
地
の
優
生
学
︱
一
九
三
〇
年
代
台
湾
の
精
神
病
問

題
を
手
が
か
り
に
﹂

洪
　
宗
郁
﹁
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
者
・
金
洸
鎮
の
生
涯
と
学
問
﹂
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総
合
討
論

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
一
一
日

山
本
浄
邦
﹁
尹
雄
烈
と
光
州
実
業
学
校
﹂

宮
川
卓
也
﹁﹃
朝
鮮
民
暦
﹄
に
見
る
伝
統
知
の
近
代
的
再
編
﹂

李
　
炯
植
﹁
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
会
と
戦
後
朝
鮮
近
代
史
研
究
﹂

加
藤
道
也
﹁
植
民
地
官
僚
の
統
治
認
識
︱
知
と
権
力
の
観
点
か
ら
︱
﹂

李
　
昇
燁
﹁
植
民
地
統
治
と
在
野
の
知
：﹃
文
化
政
治
﹄
期
に
お
け
る

細
井
肇
の
活
動
﹂

本
間
千
景
﹁
一
九
三
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る
農
村
振
興
運
動
と
八
尋

生
男
﹂

岡
崎
ま
ゆ
み
﹁
京
城
帝
国
大
学
の
私
法
学
﹂

明
治
日
本
の
比
較
文
明
史
的
考
察
―
そ
の
遺
産
の
再
考
―

︵
研
究
代
表
者
　
瀧
井
一
博
、
幹
事
　
牛
村
　
圭
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

五
百
旗
頭
薫
、
岩
谷
十
郎
、
植
村
和
秀
、
大
川
真
、
小
川
原
正
道
、

勝
部
眞
人
、
國
分
典
子
、
塩
出
浩
之
、
島
田
幸
典
、
清
水
唯
一
朗
、

谷
川
穣
、
永
井
史
男
、
長
尾
龍
一
、
中
村
尚
史
、
福
岡
万
里
子
、
前

田
勉
、
松
田
宏
一
郎
、
山
田
央
子
、
岡
本
貴
久
子
、
浅
見
雅
男
、
上

野
景
文
、
今
野
元
、
小
林
道
彦
、
内
藤
一
成
、
奈
良
岡
聰
智
、
楊
際

開
、
柗
居
宏
枝
、
松
沢
裕
作
、
三
谷
博
、
大
久
保
健
晴
、
加
藤
雄

三
、
林
洋
子
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
、
佐
野
真
由
子
、
龔
穎
、
石
上

阿
希
、
古
川
綾
子

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

ハ
ラ
ル
ド
・
フ
ー
ス
、
ア
リ
ス
テ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
ル

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
七
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日

石
上
阿
希
﹁
春
画
を
拒
絶
す
る
、
春
画
を
見
直
す
︱
明
治
か
ら
現
代

ま
で
﹂

大
石
　
眞
﹁
明
治
憲
法
史
研
究
の
歩
み
と
課
題
﹂

二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日

今
野
　
元
﹁
上
杉
愼
吉
と
ド
イ
ツ
政
治
︱
吉
野
作
造
と
の
対
抗
関
係

に
於
い
て
﹂

龔
　
　
穎
﹁
漢
詩
の
わ
か
れ
︱
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
井
上
哲
次
郎
と
そ

の
詩
友
た
ち
﹂

︿
第
八
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
六
月
三
日

古
川
綾
子
﹁
明
治
の
関
西
演
芸
界
に
み
る
遊
芸
稼
人
と
政
治
家
の
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人
た
ち
︱
吉
野
作
造
・
尾
佐
竹
猛
・
宮
武
外
骨
︱
﹂
の
概
要
説

明
、
吉
野
作
造
記
念
館
学
芸
員
︶

三
谷
　
博
﹁
世
界
文
脈
に
お
け
る
明
治
維
新
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
一
〇
日

谷
川
　
穣
﹁
佐
田
介
石
に
つ
い
て
﹂

勝
部
真
人
﹁
近
代
日
本
の
農
村
経
済
組
織
化
と
村
落
︱
発
展
類
型
論

の
視
角
か
ら
︱
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
一
一
日

登
米
明
治
村
見
学

ガ
イ
ド
：
登
米
明
治
村
学
芸
員

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
で
日
本
研
究

︵
研
究
代
表
者
　
山
田
奨
治
、
幹
事
　
荒
木
　
浩
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

飯
倉
義
之
、
石
田
佐
恵
子
、
伊
藤
遊
、
岡
本
健
、
金
水
敏
、
高
馬
京

子
、
谷
川
建
司
、
西
村
大
志
、
山
中
千
恵
、
山
本
冴
里
、
横
濱
雄

二
、
安
井
眞
奈
美
、
北
浦
寛
之
、
宮
崎
康
子
、
小
泉
友
則

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
﹂

五
百
旗
頭
薫
﹁
明
治
日
本
の
政
治
・
文
芸
・
歴
史
認
識
﹂

二
〇
一
六
年
六
月
四
日

浅
見
雅
男
﹁
明
治
の
皇
族
　
永
世
皇
族
制
の
変
遷
﹂

楊
　
際
開
﹁
吉
田
松
陰
の
革
命
思
想
と
そ
の
天
下
観
︱
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
﹃
鎖
国
﹄
と
﹃
開
国
﹄
と
い
う
視
点
か
ら
﹂

︿
第
九
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
七
月
二
九
日

西
田
彰
一
﹁﹃
皇
学
会
雑
誌
　
神
な
が
ら
﹄
に
お
け
る
明
治
維
新
論

の
展
開
︱
一
九
三
〇
年
代
の
筧
克
彦
の
思
想
と
活
動
︱
﹂

平
川
祐
弘
﹁
同
時
代
を
生
き
た
内
外
の
政
治
家
の
歴
史
観
の
比
較
は

い
か
に
し
て
可
能
か
﹂

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日

末
木
文
美
士
﹁
国
体
と
仏
教
﹂

小
林
道
彦
﹁
近
代
日
本
の
転
換
点
︱
日
露
戦
争
と
国
内
政
治
﹂

︿
第
一
〇
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
九
日

︵
所
外
開
催
　
吉
野
作
造
記
念
館
︶

﹁
吉
野
作
造
と
明
治
文
化
研
究
﹂

︵
吉
野
作
造
二
〇
一
三
年
度
前
期
企
画
展
﹁
明
治
文
化
研
究
の
奇
人
変
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ぐ
っ
て
﹂

斎
藤
成
也
﹁
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
さ
ぐ
る
日
本
列
島
人
﹂

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日

長
田
俊
樹
﹁
は
た
し
て
上
田
万
年
は
ど
こ
ま
で
西
洋
言
語
学
を
理
解

し
て
い
た
の
か
﹂

鈴
木
貞
美
﹁
日
本
近
代
の
言
文
一
致
神
話
︱
言
語
学
と
国
語
学
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
﹂

二
〇
一
六
年
六
月
一
九
日

風
間
伸
次
郎
﹁
言
語
類
型
論
か
ら
見
た
日
本
語
︱
松
本
克
己
﹃
環
日

本
海
仮
説
﹄
の
検
討
等
を
中
心
に
︱
﹂

平
子
達
也
﹁
日
本
祖
語
に
つ
い
て
﹂
再
読

︿
第
三
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
八
月
三
〇
日

長
田
俊
樹
﹁
明
治
期
の
日
本
語
系
統
論
︱
日
本
の
言
葉
は
ア
リ
ア
ン

言
葉
な
り
﹂

松
森
晶
子
﹁
琉
球
祖
語
ア
ク
セ
ン
ト
再
建
に
向
け
て
︱
今
、
何
を
記

述
し
、
残
し
て
お
く
べ
き
か
﹂

五
十
嵐
陽
介
﹁
琉
球
語
を
排
除
し
た
﹃
日
本
語
﹄
と
い
う
単
系
統
群

は
果
た
し
て
成
立
す
る
の
か
﹂

横
濱
雄
二
　
作
品
検
討
﹃
孤
独
の
グ
ル
メ
﹄

出
版
打
合
せ

日
本
語
の
起
源
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
―
日
本
言
語
学
史

の
光
と
影

︵
研
究
代
表
者
　
長
田
俊
樹
、
幹
事
　
井
上
章
一
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

斎
藤
成
也
、
安
田
敏
朗
、
狩
俣
繁
久
、
千
田
俊
太
郎
、
風
間
伸
次

郎
、
永
澤
済
、
児
玉
望
、
菊
澤
律
子
、
林
範
彦
、
ア
ン
ナ
・
ブ
ガ
エ

ワ
、
福
井
玲
、
伊
藤
英
人
、
鈴
木
貞
美
、
マ
ー
ク
・
ハ
ド
ソ
ン
、
平

子
達
也
、
杉
山
豊

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

ト
マ
・
ペ
レ
ー
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン

︹
研
究
発
表
︺

︿
第
一
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
四
月
二
三
日

安
田
敏
朗
﹁
上
田
万
年
﹃
日
本
語
の
本
源
﹄
を
め
ぐ
っ
て
﹂

二
〇
一
六
年
四
月
二
四
日

井
上
章
一
﹁
明
治
時
代
の
日
本
語
起
源
論
︱
ア
ー
リ
ヤ
起
源
説
を
め
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投
企
す
る
古
典
性
―
視
覚
／
大
衆
／
現
代

︵
研
究
代
表
者
　
荒
木
　
浩
、
幹
事
　
稲
賀
繁
美
︶

︹
共
同
研
究
者
名
︺

飯
倉
洋
一
、
伊
藤
慎
吾
、
上
野
友
愛
、
岡
田
圭
介
、
河
東
仁
、
恋
田

知
子
、
河
野
貴
美
子
、
河
野
至
恩
、
合
山
林
太
郎
、
齋
藤
真
麻
理
、

竹
村
信
治
、
中
野
貴
文
、
中
前
正
志
、
野
網
摩
利
子
、
三
戸
信
惠
、

箕
浦
尚
美
、
山
本
陽
子
、
渡
部
泰
明
、
渡
辺
麻
里
子
、
マ
ラ
ル
・

ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
、
石
上
阿
希
、
呉
座
勇
一
、
李
愛
淑
、
土
田
耕
督
、

徳
永
誓
子
、
漆
崎
ま
り
、
ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
・
チ
ャ
ラ
ン
・
プ
ラ
ダ
ン
、

チ
ャ
ン
・
テ
ィ
・
チ
ュ
ン
・
ト
ア
ン
、
ガ
リ
ア
・
ト
ド
ロ
ヴ
ァ
・
ペ

ト
コ
ヴ
ァ

︹
海
外
共
同
研
究
員
名
︺

楊
暁
捷
、
山
藤
夏
郎
、
李
愛
淑

︹
研
究
発
表
︺

二
〇
一
六
年
五
月
一
四
日

李
　
愛
淑
﹁
古
典
の
翻
訳
︱
大
衆
性
と
視
覚
性
を
問
う
﹂

二
〇
一
六
年
五
月
一
五
日

荒
木
　
浩
﹁
投
企
す
る
古
典
性
︱P

rojecting 
C

lassicism

な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
め
ぐ
っ
て
﹂

︿
第
二
回
研
究
会
﹀

コ
メ
ン
ト
　
上
野
善
道

二
〇
一
六
年
八
月
三
一
日

児
玉
　
望
﹁
核
は
な
く
な
る
の
か
～
祖
語
ア
ク
セ
ン
ト
再
建
仮
説
が

説
明
し
て
き
た
こ
と
と
し
な
か
っ
た
こ
と
～
﹂

狩
俣
繁
久
﹁
日
琉
祖
語
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
﹂

ト
マ
・
ペ
レ
ー
ル
﹁
琉
球
諸
語
の
下
位
分
類
﹂

コ
メ
ン
ト
＋
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
上
野
善
道

︿
第
四
回
研
究
会
﹀

二
〇
一
六
年
九
月
一
七
日

長
田
俊
樹
﹁
戦
後
の
日
本
語
系
統
論
︱
安
田
徳
太
郎
の
レ
プ
チ
ャ
語

起
源
説
を
中
心
に
﹂

福
井
　
玲
﹁
金
沢
庄
三
郎
に
よ
る
日
本
語
と
韓
国
語
の
比
較
研
究
﹂

安
田
敏
朗
﹁
小
倉
進
平
の
朝
鮮
語
研
究
﹂

二
〇
一
六
年
九
月
一
八
日

伊
藤
英
人
﹁
古
代
朝
鮮
半
島
諸
言
語
に
関
す
る
河
野
六
郎
説
の
整
理
﹂

杉
山
　
豊
﹁
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
と
し
て
の
伝
統
声
楽

︱
朝
鮮
語

の
場
合

︱
﹂
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二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日

ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
・
チ
ャ
ラ
ン
・
プ
ラ
ダ
ン
﹁
外
国
に
お
け
る
﹃
方
丈

記
﹄
の
受
容

︱
夏
目
漱
石
の
﹃
英
訳
方
丈
記
﹄
を
め
ぐ
っ
て

︱
﹂

マ
ラ
ル
・
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
﹁
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
日
本
神
話
の

受
容

︱
現
状
と
課
題
﹂

今
後
の
予
定
　
大
衆
文
化
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
な
ど

山
藤
夏
郎
﹁︿
古
典
性
﹀
再
考

︱
台
湾
の
﹃
國
文
﹄
教
育
を
参
照

事
例
と
し
て

︱
﹂

二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日

伊
藤
慎
吾
﹁
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
怪
談
資
料
﹂

 

︵
文
責
：
研
究
協
力
課
︶

基
礎
領
域
研
究

韓
国
語
運
用
の
応
用
︵
継
続
︶

代
表
者
　
松
田
利
彦

概
　
要
　
研
究
そ
の
他
の
業
務
で
韓
国
語
を
必
要
と
す
る
も
の
に
対

し
、
会
話
、
読
解
、
聴
解
の
習
得
を
目
指
し
た
授
業
を
行
う
。

古
記
録
学
基
礎
研
究
︵
継
続
︶

代
表
者
　
倉
本
一
宏

概
　
要
　
日
本
前
近
代
の
根
幹
的
史
料
で
あ
る
古
記
録
の
解
読
を
、
原

本
や
写
本
の
見
方
・
扱
い
方
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。
大
学
院
生
・

教
職
員
・
他
大
学
の
院
生
・
研
究
者
の
参
加
も
歓
迎
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
基
礎
運
用
︵
初
級
︶︵
継
続
︶

代
表
者
　
稲
賀
繁
美

概
　
要
　
初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
初
歩
の
運
用
能
力
を
実
践
的
に
身

に
付
け
る
。
教
科
書
と
し
て
は
当
該
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
教

材
の
準
備
を
参
加
者
各
自
に
お
願
い
す
る
。
他
の
教
材
は
現
場
で
提

供
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
読
解
補
助
・
論
文
作
成
指
南
︵
中
級
︶︵
継
続
︶

代
表
者
　
稲
賀
繁
美

概
　
要
　
中
級
以
上
の
実
務
能
力
開
発
、
論
文
作
製
の
手
ほ
ど
き
を
す

る
。
教
材
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
と
の
相
談
の
う
え
で
決
定
す
る
。

中
世
文
学
講
読
︵
継
続
︶

代
表
者
　
荒
木
　
浩

概
　
要
　
中
世
文
学
の
影
印
本
の
読
解
を
軸
に
、
古
典
テ
ク
ス
ト
の
研

究
方
法
を
考
察
す
る
。


